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販売名 剤形
識別コード

外 形
性 状

表 裏 側 面

アストフィ
リン配合錠

糖衣錠
白色

�２０４ 直径（�）・質量（�）・厚さ（�）
９.５ ４００ ５.６

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

カテコールア
ミン製剤
（アドレナリン、
イソプレナリン
塩酸塩等）

本剤はエフェドリン塩
酸塩を含有しているた
め併用により不整脈、
場合によっては心停止
を起こすおそれがある。

相加的に交感神経刺
激作用を増強する。

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

モノアミン酸
化酵素阻害剤、
甲状腺製剤
チロキシン、
リオチロニン等

本剤はエフェドリン塩
酸塩ならびにジフェン
ヒドラミン塩酸塩を含
有しているため、併用
により本剤の作用が増
強されるおそれがある。

相加的に交感神経刺
激作用を増強する。

他のキサンチ
ン系薬剤
テオフィリン、
アミノフィリン水和物、
コリンテオフィリン、
カフェイン水和物等

中枢神経興奮剤

本剤はジプロフィリン
を含有しているため、
併用により過度の中枢
神経刺激作用があらわ
れることがある。

併用により中枢神経
刺激作用が増強され
る。

中枢神経抑制剤
バルビツール
酸誘導体、
フェノチアジン
誘導体等
アルコール

本剤はジフェンヒドラ
ミン塩酸塩を含有して
いるため、併用により
本剤の作用が増強され
るおそれがある。

相加的に中枢神経抑
制作用を増強する。

０.１～５％未満 頻度不明

肝臓注１） アレルギー性の肝障害

過敏症注２） 発疹

循環器 心悸亢進 血圧上昇

精神
神経系

頭痛、神経過敏、不眠、
眠気、発汗、�怠感、
脱力感、不安、めまい、
振戦

泌尿器 排尿困難

消化器 口渇、食欲不振、悪心・
嘔吐、便秘、下痢、腹痛

呼吸器 過換気傾向、呼吸促進 喀痰喀出困難

注１）観察を十分に行い、このような症状があらわ
れた場合には、投与を中止すること（パパベリ
ン塩酸塩による）。

注２）このような場合には投与を中止すること。

【禁 忌】（次の患者には投与しないこと）

１．緑内障の患者
〔抗コリン作用により眼圧を上昇させるおそれがあ
る。〕

２．前立腺肥大等下部尿路に閉塞性疾患のある患者
〔抗コリン作用により排尿困難、尿閉等の症状があ
らわれるおそれがある。〕

３．アドレナリン及びイソプレナリン塩酸塩等のカテコ
ールアミンを投与中の患者
〔「相互作用」の項参照〕

４．キサンチン系薬剤及びパパベリン製剤に対し重篤な
副作用の既往歴のある患者

【組成・性状】
１．組成
本剤は、１錠中に次の成分を含有する白色の糖衣錠である。
ジプロフィリン………………………………………１００�
パパベリン塩酸塩 ……………………………………１０�
ジフェンヒドラミン塩酸塩 …………………………１０�
エフェドリン塩酸塩 …………………………………１０�
ノスカピン………………………………………………５�
添加物としてアラビアゴム末、カルナウバロウ、合成ケ
イ酸アルミニウム、小麦粉、酸化チタン、ステアリン酸
カルシウム、精製白糖、ゼラチン、タルク、沈降炭酸カ
ルシウム、トウモロコシデンプン、白色セラック、バレ
イショデンプン、ポビドン、ミツロウを含有する。

２．製剤の性状

【効能・効果】
下記疾患に伴う咳嗽及び気道閉塞症状
気管支喘息、喘息性気管支炎、急性気管支炎、
慢性気管支炎

【用法・用量】
通常成人１回１～２錠を１日２～３回経口投与する。
頓服する場合は、１～２錠を発作の予想されるとき又
は就寝前に経口投与する。
なお、年齢、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）
�甲状腺機能亢進症の患者
〔甲状腺機能亢進に伴う代謝亢進、カテコールア
ミンの作用を増強するおそれがある。〕

�急性腎炎の患者
〔腎臓に対する負荷を高めるおそれがある。〕

�心疾患のある患者
〔心臓に対する負荷を高めるおそれがある。〕

�高血圧のある患者
〔血圧を上昇させるおそれがある。〕

�糖尿病の患者
〔血糖値を上昇させるおそれがある。〕

�てんかんの患者
〔中枢刺激作用によって発作を誘発するおそれが
ある。〕

２．重要な基本的注意
眠気を催すことがあるので、本剤投与中の患者には
自動車の運転等危険を伴う機械の操作には従事させ
ないように十分注意すること。

３．相互作用
�併用禁忌（併用しないこと）

�併用注意（併用に注意すること）

４．副 作 用
総症例４３２例中、１０８例（２５.０％）の副作用が報告さ
れている。（再評価結果時）

５．高齢者への投与
一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量
するなど注意すること。

＊＊２０１１年２月改訂（第１３版）
＊２００９年９月改訂

喘息治療薬

〔貯 法〕 室温保存
〔使用期限〕 外箱又はラベルに表示の使用期限内に使用すること。

承認番号 ２２１００AMX０１３５９０００

薬価収載 ２００９年９月

販売開始 １９５３年１０月

再評価結果 １９８１年８月

日本標準商品分類番号
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＊

（裏面につづく）
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６．妊婦、産婦、授乳婦等への投与
�妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には、治
療上の有益性が危険性を上回ると判断される場合
にのみ投与すること。
〔妊娠中の投与に関する安全性は確立していない。〕
�授乳中の婦人には投与しないことが望ましいが、や
むを得ず投与する場合には授乳を避けさせること。
〔ジフェンヒドラミンは、動物実験（ラット）で
乳汁中に移行することが認められている。〕

７．小児等への投与
小児に対する安全性は確立していない（使用経験が
少ない）。

８．適用上の注意
薬剤交付時
PTP 包装の薬剤は PTP シートから取り出して服用す
るよう指導すること。（PTP シートの誤飲により、硬
い鋭角部が食道粘膜に刺入し、更には穿孔をおこし
て縦隔洞炎等の重篤な合併症を併発することが報告
されている。）

【臨床成績】
臨床効果
本剤は、気管支喘息、喘息性気管支炎、急性・慢性気管支炎に対
する一般臨床試験において有用性が認められている。また、軽・
中等度の気管支喘息に対する二重盲検試験において本剤の有用性
が認められている。 （���）

【薬効薬理】
１．気管支の痙攣性狭窄を緩解する
ラットでメチルキサンチン類とパパベリン塩酸塩は、平滑筋の
細胞中のフォスフォジエステラーゼ活性を阻害し、アドレナリ
ン（エフェドリン）はCyclic AMP の生成酵素（アデニールシク
ラーゼ）を活性化させることにより、Cyclic AMP を増加させる。
増量したCyclic AMP は、ヒスタミン等の気管支収縮物質の遊
離を阻止し、又は減少させ気管支拡張作用をあらわすと考えら
れている。 （���）

２．咳嗽を緩和に抑制する
ノスカピン、ジフェンヒドラミン塩酸塩は鎮咳作用を有する（ヒ
ト、イヌ、モルモット）。さらにノスカピンは、コデインと異
なり呼吸を抑制することなく鎮咳作用を発揮する（ヒト）。

（���	）
３．心拍出量を増大し、肺循環を促進する
エフェドリン塩酸塩は肺循環機能を促進し、肺胞のうっ血を除
き、気管支粘膜の充血、浮腫を除去する（イヌ）。 （
）

【有効成分に関する理化学的知見】
１．一般名：ジプロフィリン（Diprophylline）

（別名）：ダイフィリン（Dyphylline）
化学名：7‐（2, 3‐Dihydroxypropyl）‐3, 7‐dihydro‐1, 3‐dimethyl‐

1H‐purine‐2, 6‐dione
分子式：C１０H１４N４O４
分子量：２５４.２５
物理化学的性状：
ジプロフィリンは白色の粉末又は粒で、においはなく、味
は苦い。本品は水に溶けやすく、エタノール（９５）に溶けに
くく、ジエチルエーテルにほとんど溶けない。

融 点：１６０～１６４℃
２．一般名：パパベリン塩酸塩（Papaverine Hydrochloride）
化学名：6, 7‐Dimethoxy‐1‐（3, 4‐dimethoxybenzyl）isoquinoline

monohydrochloride
分子式：C２０H２１NO４・HCl
分子量：３７５.８５
物理化学的性状：

パパベリン塩酸塩は白色の結晶又は結晶性の粉末である。
本品は水又は酢酸（１００）にやや溶けにくく、エタノール（９５）
に溶けにくく、無水酢酸又はジエチルエーテルにほとんど
溶けない。
本品１.０g を水５０mLに溶かした液の pHは３.０～４.０である。

３．一般名：ジフェンヒドラミン塩酸塩
（Diphenhydramine Hydrochloride）

化学名：2‐（Diphenylmethoxy）‐N, N‐dimethylethylamine
monohydrochloride

分子式：C１７H２１NO・HCl
分子量：２９１.８２
物理化学的性状：

ジフェンヒドラミン塩酸塩は白色の結晶又は結晶性の粉末
で、においはなく、味は苦く、舌を麻ひする。
本品はメタノール又は酢酸（１００）に極めて溶けやすく、水
又はエタノール（９５）に溶けやすく、無水酢酸にやや溶けに
くく、ジエチルエーテルにほとんど溶けない。
本品は光によって徐々に変化する。

融 点：１６６～１７０℃
４．一般名：エフェドリン塩酸塩（Ephedrine Hydrochloride）
化学名：（1R, 2S）‐2‐Methylamino‐1‐phenylpropan‐1‐ol

monohydrochloride
分子式：C１０H１５NO・HCl
分子量：２０１.６９
物理化学的性状：

エフェドリン塩酸塩は白色の結晶又は結晶性の粉末である。
本品は水に溶けやすく、エタノール（９５）にやや溶けやすく、
酢酸（１００）に溶けにくく、アセトニトリル又は無水酢酸に
ほとんど溶けない。

融 点：２１８～２２２℃
５．一般名：ノスカピン（Noscapine）
化学名：（3S）‐6, 7‐Dimethoxy‐3‐［（5R）‐4‐methoxy‐6‐methyl‐

5, 6, 7, 8‐tetrahydro［1, 3］dioxolo［4, 5‐g］isoquinolin‐5‐
yl］isobenzofuran‐1（3H）one

分子式：C２２H２３NO７
分子量：４１３.４２
物理化学的性状：

ノスカピンは白色の結晶又は結晶性の粉末で、におい及び
味はない。
本品は酢酸（１００）に極めて溶けやすく、エタノール（９５）又
はジエチルエーテルに溶けにくく、水にほとんど溶けない。

融 点：１７４～１７７℃

＊＊【包 装】
＊＊アストフィリン配合錠 …………………１００錠（PTP）・１,０００錠（PTP）
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